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宇都宮駐屯地公式HP

令
和
６
年
３
月
18
日
、
第
２
代
東
部
方
面
特
科
連
隊
第

２
大
隊
長
兼
ね
て
第
42
代
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令
、
森

温

（
も
り
あ
つ
し
）
２
佐
の
着
任
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式

は
東
部
方
面
特
科
連
隊
長
（
水
越
１
佐
）
立
会
の
も
と
、

駐
屯
各
部
隊
長
等
の
陪
列
を
得
て
行
わ
れ
た
。

森
２
佐
は
、
統
率
方
針
と
し
て
「
和
」
を
掲
げ
、
乱
れ

つ
つ
あ
る
世
界
情
勢
の
中
、
自
衛
隊
は
国
防
や
災
害
対
処

な
ど
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
即
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
射
撃
に
よ
っ
て
任
務
を
達
成
す
る
我
々
特
科
部
隊
は
、

平
素
か
ら
親
愛
の
情
を
育
み
常
に
心
身
と
も
に
健
全
で
あ

り
続
け
、
防
衛
や
災
害
派
遣
等
の
任
務
達
成
後
も
仲
間
と

第42代宇都宮駐屯地司令着任
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司
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森
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り

あ
つ
し
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初
代
東
部
方
面
特
科
連
隊

第
２
大
隊
長
兼

第
41
代
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令

津
田
２
佐
は

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部

（市
ヶ
谷
）
へ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

東部方面特科連隊長から紹介を受ける第２大隊長

と
も
に
生
き
て
家
に
帰
れ
る
よ
う

日
々
訓
練
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
「
生
き
残
っ
て
撃
て

撃
っ

た
後
も
生
き
残
れ
」
を
隊
員
に
要

望
し
た
。
そ
し
て
そ
の
任
務
達
成

の
た
め
自
ら
も
汗
を
か
き
知
恵
を

絞
り
、
共
に
隊
務
を
遂
行
し
て
い

く
こ
と
を
誓
う
と
力
強
く
着
任
の

辞
を
述
べ
た
。
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中
央
即
応
連
隊
（
連
隊
長
＝
堀
口
大
助

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
６
年
１
月
15
日
（
月
）

か
ら
２
月
２
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
宇
都
宮
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
戦
技
指
導

者
（
衛
生
）
集
合
教
育
」
を
実
施
し
た
。
本
教
育
は
、
衛
生
指
導
者
及
び
補
助
担
架
員
と

し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
衛
生
科
隊
員
不
在
時
に
適
切
な
応

急
処
置
が
実
施
で
き
る
隊
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

教
育
で
は
「
止
血
法
」
「
心
肺
蘇
生
法
」
「
患
者
搬
送
」
「
暗
所
・
騒
音
下
で
の
観
察

・
処
置
」
な
ど
、
様
々
な
課
目
を
実
施
し
て
、
応
急
処
置
能
力
の
向
上
及
び
後
送
能
力
の

強
化
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
下
に
お
い
て
も
命
を
救
え
る
隊
員
の
育
成
を
図
っ
た
。
総

合
訓
練
に
お
い
て
は
、
担
架
班
の
行
動
を
一
連
の
状
況
下
で
演
練
し
、
被
教
育
者
は
複
数

の
負
傷
者
に
対
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
と
呼
ば
れ
る
初
期
観
察
手
順
に

従
っ
て
負
傷
者
を
観
察
し
、
必
要
に
よ
り
大
量
出
血
や
開
放
性
気
胸
等
の
処
置
を
実
施
し

て
患
者
集
合
点
ま
で
負
傷
者
を
搬
送
し
た
。
処
置
中
や
搬
送
途
中
に
敵
の
銃
撃
や
砲
弾
落

下
等
の
状
況
付
与
が
な
さ
れ
る
中
、
自
己
防
護
や
周
囲
を
警
戒
し
つ
つ
患
者
の
観
察
を
行

い
、
容
体
の
急
変
や
負
傷
部
位
か
ら
の
再
出
血
等
に
対
し
て
適
切
に
処
置
を
実
施
し
た
。

訓
練
担
任
官
で
あ
る
本
部
管
理
中
隊
長
は
修
了
申
告
に
お
い
て
「
衛
生
に
関
す
る
知
識

は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
１
年
経
て
ば
変
わ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
最
新
の
知
識
を
持
つ
皆
が

各
中
隊
等
に
戻
っ
て
知
識
・
技
術
の
普
及
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
訓
示
し
た
。

教
育
に
参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
「
駐
屯
地
外
に
お
い
て
負
傷
者
が
発
生
し
た
状
況
に
遭

遇
し
て
も
、
臆
す
る
こ
と
な
く
人
命
救
助
が
で
き
る
自
信
が
つ
い
た
」
「
今
回
の
教
育
で

学
ん
だ
こ
と
を
中
隊
に
還
元
し
、
今
後
、
衛
生
指
導
者
を
希
望
す
る
隊
員
が
増
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地
に
所
在
す
る
中
央
即
応
連
隊
（
連

隊
長
＝
堀
口
大
助

１
等
陸
佐
）
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ジ
ブ
チ

共
和
国
で
ソ
マ
リ
ア
沖
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
対
処
行
動
支
援

任
務
に
従
事
し
た
第
20
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
が
、
令
和

６
年
２
月
２
日
（
金
）
に
約
半
年
間
の
任
務
を
完
遂
し
日
本
に
無

事
帰
国
し
た
。
成
田
空
港
及
び
駐
屯
地
で
は
、
連
隊
長
や
所
属
隊

員
を
は
じ
め
、
派
遣
隊
員
の
ご
家
族
が
出
迎
え
、
隊
員
と
の
約
半

年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
。

連
隊
は
、
２
月
５
日
（
月
）
に
帰
国
行
事
を
行
い
、
派
遣
隊
員

を
代
表
し
て
警
衛
隊
長
が
派
遣
間
の
各
種
支
援
に
対
す
る
感
謝
と

任
務
を
完
遂
し
無
事
帰
国
で
き
た
喜
び
に
つ
い
て
述
べ
た
。
連
隊

長
か
ら
は
「
任
務
完
遂
、
そ
し
て
無
事
の
帰
国
、
本
当
に
ご
苦
労

様
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
を
果
た
し
て
無
事
帰
っ
て
き
た
こ
と
は
非

常
に
素
晴
ら
し
い
。
本
当
に
よ
く
や
っ
た
。
連
隊
長
と
し
て
誇
り

に
思
う
。
」
と
隊
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
「
即
応
が
日
常

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
休
む
と
同
時
に
次
の
任
務

に
備
え
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
訓
示
し
た
。

連
隊
の
同
任
務
で
の
派
遣
は
通
算
17
回
目
で
、
隊
員
ら
は
、
自

衛
隊
活
動
拠
点
の
警
備
な
ど
を
行
い
、
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
上

交
通
の
安
全
確
保
に
寄
与
し
た
。

帰国報告

フォックストロットリッターによる患者搬送

負傷者の観察・処置

第２０次

派遣海賊対処行動支援隊帰国

戦技指導者（衛生）
集 合 教 育
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東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊
（
大
隊
長
＝
津
田
裕
介

２
等
陸

佐
）
は
令
和
６
年
１
月
29
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
の
間
、
宇
都
宮
駐

屯
地
に
お
い
て
大
隊
ゲ
リ
コ
マ
対
処
訓
練
を
実
施
し
、
施
設
防
護
及

び
不
法
行
動
対
処
要
領
に
つ
い
て
演
練
す
る
と
と
も
に
、
第
13
普
通

科
連
隊
の
支
援
を
受
け
、
市
街
地
戦
に
お
け
る
小
部
隊
の
行
動
及
び

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
等
の
各
個
動
作
の
洗
練
に
努
め
た
。
２
月
１
日

の
総
合
訓
練
に
お
い
て
は
、
第
４
第
５
中
隊
が
防
護
す
る
施
設
に
対

し
て
各
種
状
況
が
付
与
さ
れ
、
各
種
対
処
要
領
及
び
防
護
部
隊
と
対

処
部
隊
の
連
携
要
領
に
つ
い
て
練
度
を
確
認
し
た
。

本
訓
練
に
よ
り
、
小
部
隊
の
連
携
か
ら
各
個
動
作
に
至
る
ま
で
の

各
種
動
作
を
演
練
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
隊
員
が
ゲ
リ
コ
マ
対
処
行

動
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
０
７
施
設
隊
（
隊
長
＝
近
藤

秀
憲

２
等
陸
佐
）
は
１
月
15
日
か
ら

26
日
ま
で
の
間
、
宇
都
宮
駐
屯
地
及
び

利
根
川
河
川
敷
に
お
い
て
上
級
・
初
級

施
設
特
技
検
定
を
担
任
し
、
当
該
特
技

の
練
度
を
評
価
・
判
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
進
歩
向
上
を
促
し
た
。

検
定
に
つ
い
て
は
、
学
科
試
験
の
他
、

上
級
検
定
は
地
雷
原
構
成
、
指
向
性
散

弾
の
設
置
、
二
重
点
火
回
路
構
成
に
つ

い
て
の
指
揮
法
と
指
導
法
を
、
初
級
検

定
は
連
結
、
地
雷
の
探
知
・
除
去
、
二

重
点
火
回
路
構
成
の
実
技
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
利
根
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
渡

河
に
係
る
軽
門
橋
構
築
と
三
角
航
行
を

実
施
し
て
、
全
受
検
者
が
合
格
し
、
特

技
を
習
得
し
た
。

主
任
教
官
を
務
め
た
関
根
３
尉
は
、

「
検
定
に
際
し
て
、
各
部
隊
で
の
事
前

訓
練
、
検
定
期
間
内
の
準
備
訓
練
及
び

実
技
検
定
を
通
じ
、
受
検
者
の
施
設
手

及
び
分
・
班
長
と
し
て
の
識
能
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
施

設
技
術
の
練
度
向
上
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。
」
と
語
っ
た
。

ＨＭＧによる重要施設防護

不法行動における防護部隊と対処部隊の連携

上級・初級施設特技検定

軽門橋構築三角航行

二重点火回路構成

大 隊 ゲ リ コ マ 対 処 訓 練
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宇
都
宮
駐
屯
地
業
務
隊
（
隊
長
＝
猪

瀨
智

２
等
陸
佐
）
は
２
月
19
日
か
ら

３
月
１
日
ま
で
の
間
、
駐
屯
地
内
で
の

不
用
品
処
分
を
実
施
し
コ
ン
テ
ナ
10
台

を
各
部
隊
に
配
当
し
、
駐
屯
地
内
の
環

境
整
備
・
美
化
及
び
倉
庫
等
の
整
理
を

推
進
し
た
。

ま
た
、
２
月
27
日
部
外
講
師
を
招
き
、

＃
３
駐
屯
地
Ｍ
Ｈ
Ｃ
教
育
を
実
施
し
た
。

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
教
育
を

受
け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
働
き
や

す
い
職
場
環
境
・
職
場
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
要
因
の
極
小
化
に
つ
い
て
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
２
月
13
日
か

ら
３
日
間
、
駐
屯
部
隊
か
ら
の
参
加
者

15
名
に
対
し
て
＃
３
駐
屯
地
給
食
実
習

を
実
施
し
不
測
事
態
に
備
え
る
と
と
も

に
、
各
部
隊
の
炊
事
要
員
等
の
調
理
技

術
の
向
上
を
図
り
野
外
給
食
の
練
度
向

上
に
寄
与
し
た
ほ
か
、
中
央
即
応
連
隊

海
外
派
遣
に
係
る
要
員
指
定
時
の
健
康

診
断
及
び
帰
国
時
検
診
・
出
国
前
検
診

等
、
約
百
名
の
診
断
を
実
施
し
た
。

各部隊炊事要員による給食実習

駐屯地内の雪景色

３
月
に
入
っ
て
も
、
雪
の
舞
う
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
我
々

自
衛
官
も
花
粉
や
寒
暖
差
と
戦
い
な
が
ら
体
調
管
理

し
つ
つ
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
任
務
達
成
で
き
る

よ
う
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
来
る
４
月
６
日
（
土
）
は
い
よ
い
よ
駐
屯

地
創
立
74
周
年
記
念
行
事
で
す
。
駐
屯
地
内
で
は
各

種
訓
練
等
の
合
間
を
縫
っ
て
、
会
場
や
訓
練
展
示
の

準
備
等
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
は
桜
の

開
花
も
、
行
事
に
合
わ
せ
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
桜
の
花

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
み
で
す
ね
。

記念式典のために構築した観閲台の安全点検中

駐屯地内の環境美化

各種健康診断の実施 駐屯地メンタルヘルス教育


